平成２０年度

～大宮地区第３回技術講習会～
	音響のＰＣ活用講座


Ａｕｄａｃｉｔｙを利用する

	上尾南高等学校顧問：阿部哲也


	始めに


音響は、多くの場合ＣＤからダビングしたＭＤを用いるのが普通でしょう。効果音用のＣＤも沢山市販されています。しかし実際に舞台に使おうとすると、短すぎたり余計な雑音が入っていたりすることが多いものです。また、「この曲のこの部分だけを使いたい」場合とか、「テンポをもう少し遅くしたい」場合なども出てきます。そんな時、パソコンで音を加工できたら便利です。今回はその方法をご紹介します。 
用意するもの
1． CD-Rに書き込み可能なパソコン（ＷｉｎｄｏｗｓでもＭａｃＯＳでも構いませんが、ここではＷｉｎｄｏｗｓを例に取ることにします）
2． アプリケーション

Ａｕｄａｃｉｔｙ　または　SoundEngine Free
　　　※　今回は、Audacityの使い方を中心にご紹介します。

ここでは紹介しませんが、SoundEngine Freeも使いやすく多機能で、評判の良いソフトです。

	Ａｕｄａｃｉｔｙのダウンロードとインストール


フリー（無料）の非破壊サウンド編集ソフト。「非破壊編集」とは、元の音源ファイルを上書きせずに編集・加工できるということです。非破壊編集のため処理が速く、音の切り貼りやエフェクト処理などの編集内容を無制限にアンドゥ・リドゥ可能です。つまり、どんなに編集・加工しても、常にその前の状態に戻せるということ。
基本的にWAVE形式の音声ファイルに対応しています。WAVE形式は、大概の録音／音声取り込みソフトが対応していますので、音源を選ぶということがありません。また、MP3エンコーダー「LAME」をインストールすることでMP3ファイルにも対応できます（後述）。音源ファイルはいくつでも同時に読み込むことができ、複数音声の同時再生が可能です。また、エコー、ピッチ変更、スピード変更、ノイズ除去といった19種類のエフェクトが内蔵されており、エフェクトを掛ける前にプレビューもできます。これ一本あればＳＥやＢＧＭの編集に困ることはないでしょう。 

①　Audacityのダウンロード（使い方も。ただし全て日本語ではない）

http://audacity.sourceforge.net/
②　ｌａｍｅ ｍｐ３エンコーダー
http://www.free-codecs.com/Lame_Encoder_download.htm
③　ちょっと詳しい使い方
http://www.babylonic.com/audacity/audinst.htm
Audacityのダウンロード
上記①のサイトの「推奨するダウンロード」にある

「・Windows 98/ME/2000/XP/Vista: Audacity 1.2.6 installer (.exe file, 2.1 MB)」

の下線部分をクリックする。

→「SOURCEFORGE.NET」に飛ぶ（ここがAudacityのダウンロードサイト）

タイトルバナーにある「Open Source Software - You are downloading Audacity ...」

の下線部分をクリックする。

→画面が変わるので、緑色の枠の中にある「Download」をクリックする。

→一覧表の中から、「Audacity」の「Download」をクリックする。
→一覧表の中から「audacity-win-1.2.6.zip」をクリックする。（ダウンロード完了）
Audacityのインストール
「マイ ドキュメント」フォルダの「ダウンロード」にある「audacity-win-1.2.6.zip」を探す。

※　もし、ファイルが見つからなければ「スタート」ボタンから「検索」してみて下さい。

→　「audacity-win-1.2.6.zip」を右クリックして、「解凍（Ｅ）」→「デスクトップに解凍（Ｄ）」をクリック。

（インストール完了）
· 「Audacity」フォルダは、お好みの場所に移動して下さい（デスクトップに置いたままでも構いません）。

· 「解凍（Ｅ）」→「出力先を指定して解凍（Ｓ）」で、初めからお好きな場所に解凍することもできます。

Audacityの起動
→　デスクトップの「Audacity」フォルダを開き、「Audacity」をダブルクリックして起動する。
	Lameエンコーダーのダウンロードとインストール


AudacityはそのままではMP3形式でファイルを書き出すことができません。

MP3形式は音声ソフトで広く使われているファイル形式です。MP3形式で直接書き出せば、ファイルのサイズも小さくなり、何かと便利です。

AudacityをMP3形式に対応させるには、Lameエンコーダー（lame_enc.dll）が必要です。
Lameエンコーダーのダウンロード
上記②のサイトの「Download [ LAME MP3 Encoder 3.98.2 ]」をクリックする。

Lameエンコーダーのインストール
→　デスクトップの「lame3.98.2」フォルダを開き、「lame_enc.dll」をAudacityフォルダの「plug-Ins」フォルダに移動する。
Audacityの設定
→　「Audacity」を起動し、ツールバーの「編集」→「設定（P）」を選択する。

→　メニューの「ファイル形式」タブを選択し、ライブラリ検索ボタンをクリックする。

→　「lame_enc.dllを探しますか？」と聞いてくるので、　はい　ボタンをクリックする。（インストール完了）
	ＣＤからの音声取り込み


Windows Media Playerの設定
Windows Media Playerを起動して下さい。
Windows Media Playerのツールバーがある部分を右クリックし、「オプション」を選択します。
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メニューが表示されますから、「音楽の取り込み」タブをクリックして、「取り込み設定」の「形式」メニューから「WAV（無得失）」を選択し、 OK  ボタンをクリックします。
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音源ファイルの取り込み
パソコンにＣＤをセットします。
Windows Media Playerの「取り込み」タブから「取り込みの開始（Ｓ）」ボタンをクリックします。

→　指定した場所に音源ファイルが取り込まれます。
	Audacityの基本操作


音源ファイルの読み込み
Audacityを起動して、パソコンに取り込んだ音源ファイルを読み込みます。
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データの再生

プレイボタンをクリックして下さい。

データの途中から再生
左上のボタンで「Ｉ」（選択ツール）をクリックして下さい。データの適当な部分をクリックすると、縦線が表示されます。プレイボタンをクリックすれば、その場所から再生できます。
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データの一部再生
左上のボタンで「Ｉ」（選択ツール）をクリックして下さい。

音声の適当な部分をドラッグして選択します。
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プレイボタンをクリックして下さい。選択部分だけが再生されます。「初めまで進める」ボタン[image: image6.jpg]


をクリックすると、また最初から再生できます。
波形の拡大・縮小
拡大・縮小ボタンで、波形データを拡大又は縮小表示させることができます。
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音声のコピー＆ペースト（貼り付け）
選択した部分をコピーして貼り付けてみます。まず、コピーしたい部分をドラッグして選択します。
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次にコピーボタン[image: image9.jpg]B



をクリックして、選択した部分をコピーします。ツールバーの「ファイル（Ｆ）」→「新規（Ｎ）」で新しいファイルを作ります。ペーストボタン[image: image10.jpg]


をクリックして、コピーしたデータを貼り付けます。
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波形データの右外側をクリックし（左下図）、ペーストボタン[image: image12.jpg]


でコピーしたデータを繋げてゆくこともできます（右下図）。
音を重ねる
タイムシフトツールボタン[image: image13.jpg]o



をクリックして、波形データをドラッグすることで、音声データのタイミングを早めたり遅らせたりできます。
ステレオ←→モノラル
波形データのタイトル横の「▼」クリックし、メニューから「ステレオトラックを分離」をクリックすると、左右のトラックをモノラルデータに分離できます。「ステレオトラックの作製」でステレオデータにできます。
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モノラルデータを左／右トラックにする
波形データのタイトル横の「▼」クリックし、メニューから「左チャンネル」または「右チャンネル」をクリックすると、左右どちらかのスピーカーからしか音が出ないようにできます。「モノラル」をクリックすれば、左右のスピーカーから同じ音を流せます。
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音量の増幅
録音レベルが低すぎると、大きな音で流したくてボリュームを上げた際にノイズが目立ってしまうことがあります。音が割れない程度にレベルを上げて録音しておきたいものです。
録音レベルを上げるには、エフェクトの「増幅」を用います。
→　増幅したい部分をドラッグして選択。
→　ツールバーの「効果」→「増幅」を選択。

→　スライダをドラッグしてレベルを指定し、 OK  ボタンをクリックします。
数値が＋なら増幅、－なら減少です。
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頭出し
音の初めに無音が続くと、きっかけに合わせて正確なタイミングで音出しができません。無音部分はカットしてしまいましょう。

→　カットしたい部分をドラッグして選択し、 Del  ボタンをクリックします。
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曲の最後に無音を作る
音の終わりに無音がない場合、操作ミスで一時停止するのを忘れていて、いきなり次の曲が流れてしまい、場面を壊すことがあります。曲の最後には数秒間の無音を入れるようにしましょう。
→　無音を加えたい音声データの最後をクリックします。
→　ツールバーの「製作」→「Silence」を選択します。
→　加えたい無音の「長さ」を入力して、無音の作成ボタンをクリックします。
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音声を繰り返す
電話のベルなど、一定時間毎に繰り返す音を作るには、繰り返したい音を範囲指定し、ツールバーの「効果」→「リピート」を選択します。

→　繰り返したい回数を入力し、 OK  ボタンをクリックします。
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エコーをかける
ＳＥにエコーをかけるには、音の最後に無音を作り、ツールバーの「効果」→「エコー」を選択します。

メニューのパラメーターの内、「遅延時間」とはエコーの繰り返す時間（秒）で、「減衰ファクター」とは、エコーがかかりながらF.O.してゆく度合いを示します。「減衰ファクター」が0.2程度だと、エコーがすぐに消えてしまい、1.0だとずっと鳴り続けている訳です（下図では0.8）。
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スピードを変える
ＳＥのスピードを変えるには、変えたい部分を選択して、ツールバーの「効果」→「スピードの変更」を選択します。

→　スライダをドラッグして数値を指定し、 OK  ボタンをクリックします。

レコードの回転数を変えたように、テンポが速くなると音が高くなり、テンポが遅くなると音が低くなります。

テンポ／ピッチを変える
テンポを変えずに音の高さだけを変えたい場合は、ツールバーの「効果」→「ピッチの変更」を選択します。

音の高さ（ピッチ）を変えずにテンポだけを変えたい場合は、ツールバーの「効果」→「テンポの変更」を選択します。

→　どちらの場合も、スライダをドラッグして数値を指定し、 OK  ボタンをクリックします。

音に揺らぎを与える
左右チャンネルを揺れ動いたり、テンポやピッチが一斉せずに不安定な印象を与える効果を加えたい場合は、ツールバーの「効果」→「ワウワウ（Wahwah）」を選択します。

→パラメーターを色々といじって遊んでみて下さい。
あらかじめフェードイン／フェードアウトで作っておく
Cueによっては、「○秒間かけてF.I.する」とか「F.O.する」場合があります。台詞きっかけや照明きっかけで流す音なら、舞台に合わせてフェーダーで操作するのが基本ですが、そうでない場合にはあらかじめF.I.やF.O.させた音を作っておく手もあります。

フェードイン

→　F.I.したい時間分をドラッグで選択します（左図では５秒間）。

→　ツールバーの「効果」→「フェードイン」を選択します。
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フェードアウト

→　F.O.したい時間分をドラッグで選択します（左図では２秒間）。

→　ツールバーの「効果」→「フェードアウト」を選択します。
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あらかじめクロスフェードで作っておく
飛行機や列車が上手から下手に走り去るシーンなどは、左右のチャンネルを微妙にクロスフェードする必要があります。フェーダー操作が難しい効果ですが、パソコンなら秒数まで指定してクロスフェードが可能です。

まず、音源データをコピー＆ペーストして、同じデータを２つ用意します。片方を左チャンネル用、もう一方を右チャンネル用とします。
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乗り物が左から近づく場合は、左側から音が聞こえ初めますから、最初は左チャンネルから音をF.I.させます。そしてやや遅れて右チャンネルの音をF.I.させます。

→　左チャンネルの頭から適当な時間分（例では10秒間）を選択し、「効果」→「フェードイン」を選択します。

→　右チャンネルの頭から適当な時間分（例では３秒間）を選択し、「編集」→「無音（Ｓ）」で無音にします。

→　右チャンネルの無音が終わった処から適当な時間分（例では10秒間）を選択し、フェードインにします。

これで、左から乗り物が近づいてきた効果になります。
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乗り物が目の前を通過して右へ去ってゆくので、左チャンネルの音をF.O.させてから、やや遅れて右チャンネルをF.O.させます。

→　目の前を通過するのに２秒かかると設定して、左チャンネルの頭から15秒後から適当な時間分（例では10秒間）を選択し、「効果」→「フェードアウト」でフェードアウトします。

→　右チャンネルを、左チャンネルがフェードアウトし始めてから２秒後─頭から17秒後から適当な時間分（例では10秒間）を選択し、「効果」→「フェードアウト」でフェードアウトします。

これで、右へ乗り物が去っていった効果になります。
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→　余った部分を選択して、「編集」→「無音（Ｓ）」で無音にします（無音部分が長すぎる場合は、カットします）。

→　波形データのタイトル横の「▼」クリックし、メニューから「ステレオトラックの作製」でステレオデータにします。
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これで、再生ボタンを押すだけで、常に一定のクロスフェード効果が得られます。

音源ファイルの保存
ツールバーの「ファイル」→「プロジェクトファイルを保存（S）」で、編集中のファイルを保存します。

CD-Rに保存する場合は、「WAV」形式か「mp3」形式で保存して下さい。
注意：複数の音源ファイルをミックスしている場合、「プロジェクトファイル」形式で保存しないと、単一のトラックに合成されて保存されてしまいます。
	音声ファイルのCD-Rへの書き出し


保存した音声ファイル（WAV形式もしくはMP3形式）を、CD-Rへ書き出してみましょう。
音声フォルダを開く
新しく作った再生リストの名前をクリックします。

Windows Media Playerの設定
Audacityで保存した音声ファイルがあるフォルダを開きます。
Windows Media Playerを起動して下さい。

→　Windows Media Playerの「書き込み」をクリックします。
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音声ファイルの保存
新しく作った再生リストの名前をクリックします。

Media Playerの右側に、「ここに項目をドラッグして書き込みリストを作成します。」と表示されている領域がありますから、そこへ音声フォルダから音声ファイルをドラッグ＆ドロップします。
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CD-Rへ書き出す

パソコンにCD-Rを挿入し、Media Playerの書き込みの開始（S）ボタンをクリックします。
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注意！…書き込み中は、書き込みエラーが起きないように、他のアプリケーションの操作はしない方が安全です。

書き込みが終わったら、CD-Rを取り出してラジカセ等のCDプレイヤーで再生して、書き込みエラーをチェックしましょう。問題がないようでしたら、MDにダビングしておきます。

	終わりに


Audacityは、非常に多機能の音声編集ソフトです。おそらく、これ一つで大抵の音声加工が可能でしょう。雨の音と町の喧噪と救急車のサイレンを重ねたり、曲のイントロ部分をカットしたことに気づかれないよう半分に切り詰めたり、女声ボーカルを男声に変えてしまったり、ソロを合唱にしてしまったりと、様々な応用が考えられます。ぜひ工夫してみて下さい。
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